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江戸時代における仮名の発音





当時の音は表記された資料(文 字)の 中か ら推測





発音表記に関す る記述 がみ られる(図1)。 ここ
にはア行からワ行までの五十音図があり,上段 に
はア行か らそれぞれ,「喉,牙,歯,舌,唇 」 と












サ行歯音 …　　 歯音 ・歯茎　摩擦音
タ行舌音 …　　 歯音 ・歯茎　破裂 ・破擦音






















合,ハ ヘホ声門,ヒ 硬口蓋,フ 両唇 と構音位置が
異なる。現在のハ行はフを除いて,唇 を使わない。
よって,唇 と書かれた 『永代節用無尽蔵』の発音
と現在 とでは音が違 うことがわかる。言語学の見
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